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.近代iI!築をとりあげた .11]二IUI
のシリーズの締めくくりは、住
主にしました.つくることへの
附熱と、新しい生前倣を見通す

妥協を却さ由資事4により生まれ
たこの怨築は、約半l世紀経た今
も大切に住まわれつづけていま
す.ここを訪れた人は軽やかで
いながら濃訟で、どこか凍とし
た空気に包まれます。

U々 の11キ!日lの積みillねが法第を
』くらませ、いのちあるものと

する.そしてそれに答えるだけ

の深みのある挫築をつくること
の大切さを、この円一まいは語り
かけ、励ましてくれるのです。

(合1則条千子)

-特集予告
1月号/大阪市住宅局

2月号/都市緑化

3月号/東海支部

編集委員会(平成15年度)
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建築と社会層| 1917年創刊 第84集/通巻981号
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特集・ 第50岡青年技術者
[設計・計画部門] 小南嘉久・豊田ー毎日ピル再開発プロジェフト商業・ノンの企画コーディネート業務- 12 

津熊直人・船場オーセンビJレ、内田洋行本町ビル、島津労働組合会館、トヨヲ生協おまつり広場 13 
水谷考治・立山酒造刷本社工場、伏木中学校海風会館、三菱自動車登備専門学校 14 
大西宏治・大林組木曾駒高原山の家、OASIS21 15 
中村篤 史 ・京都カトリyクf重愛幼稚悶.播磨町立蓮池幼稚園・蓮池保育園・子育て支援センター 16 
垣田惇之・灘浜スポーツゾーンヲラブハウス、ローム福利厚生棟 17 
喜多主税・酎日田市立浪切ホール、兵庫県立芸術文化センター(仮称) 18 
山羽ひとみ・リーガロイヤJレホテル.ホテル近鉄ユニバーサル・シティ円ホテル阪神 19 
駕藤篤史 ・京都市伝統的建造物群保存地区における一連のプロジェウト及び研究 20 
諸星雅彦・京都大学百周年時計台配念館の免震レトロフィyト 21 
佐分利和宏・新千里桜ケ丘住宅の偽造設計~免震厨の合理的な殺害十の実践と平面的偏心を有する高層建物

の免震化- n 
福本義之・盤かな居住空間を創造する免震情造の提案~千種台センタ地区忍び可変住戸スケjレトンの提案 一一一23

嘉 村武浩・18mスパンの基準鉄骨梁成を600としたオフィスピルの憎造般計 24 
寺西泰裕・阪神西縄田開発日期工事における氷蓄熱空調設備の導入と改善 25 

鮎合 剛 ・モバイルウエアラブJレ機器を利用した音声と映像による新管理システム 26 
小稲克也.建築と情報システムの徹合 27 
野正 明 ・解体工事における計画マニュアルの作成 28 
河合栄作・・ノイJレセメント連続地下皆本段杭工法の開発と実施 29 

藤井秀治・大規模地下工事における合理化逆打ち工法の計画と実施 30 

[構造部門]
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[設備部門]

[施工部門]

特集・ 青年技術者顕彰50年
松村慶三 (;j¥第 I川lドい川川"叶山'1山川1，
市川 宏 (仰第41ド"叶'1刊也築，家紛ゑ剖>.力不足の言いわけ
徳 岡昌克(第91111Nfl也業家)・青年強鑓家に選ばれた当時と今

東 孝光開川'1，刊岱築家)・40年後へのタイムカプセJレ
出江 寛 (第12Iu[，'j.il也第五>.竹中時代を懐古する
太田隆信仰 14Iul，'f"J也祭料.創腿・維持・再生

狩野忠正問18Inl，'f"J也集家)・ArI&D馴 al
遠藤剛生(抑0111 1 門 ~H柏市 > .変わったものと変わらなかったもの
内田直樹間 21Iul.'t"H}:if.r約 ・巡り合わせ

高松 伸(第221 1 '11・ffr.~ ~術的・田容法
福本早苗(第261111.・，<I'.UH:ir.>・4荷造技術者として何ができるのか
久保清一(第剖!ull'f{1技術的.新しい出発に向けて

大高一 博 (抑制Inl.'fil技術的・杭となる技術

中村和人(第41lnl，'j'fl技術的・生涯、一瞥年技術者

三村大介(抑制，'fffUif.i{'i-).カウンセラーと工ン空 テナ
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.6.全t= ロ 臨時総会議決お知らせ.第4回読者と選ぷ「建築と社会j賞実施要項.平成15年度建築工

事実務講習会東海支部

多伎IWj"十J1ヶ1王公1;;]1白然エネルギー乍湾施設風の子楽習館
ティーズ神戸 (神戸マルイ庖)
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建築の眼

Humanized AバScape(choromo/formo)・寺岡宏治

ヒューマンスケーJレ・柏原士郎
~徒然なるままに~我が家の趣昧・岸本勝也
中国の建築・寺岡宏治
理想の家 (うち) とは.安井洋

宮城県北部述杭地震に係る被災@築物応急危険度'joIJ定に参加 して・松尾憲和

限界耐)J計算による木造中111最Llの |耐従性能詳fllli・野島千里
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憎造の頁
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研究最前線を追う 燃料電池 新技術研究開発 ・独立行政法人産蝶総合技術研究所小型燃料電池研究デルプ

やさしいケンチケ数学ぱなし ー その12一 地 1><1ものがたりと終わりに

information 川崎清美術館建築とその周辺動物園のデサ'イン展と講演会+ノ〈ックステージツアーアート
スペス虹で堀尾貞治展.建築研究所懸賞論文募集.ecobuild賞決まる第3回 fNiSSCイ‘ノ
バンドデザインコンテストJ審査結果

保存できないのかスパニッシュ胤の近代のグ，ill築(旧伊ii*邸、 11111木建築 48 投稿。委貝長 A日l書w毛※幹事
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